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 H9N2 亜型の鳥インフルエンザウイルス（H9N2 ウイルス）は、アジア・中東・北

アメリカ・アフリカなどの広い地域において家禽に蔓延しており、中国やエジプト、

バングラデシュをはじめとする国々では、ヒトへの散発的な感染事例も報告されてい

る。また、ヒトから分離された H5N1 亜型や H7N9 亜型の鳥インフルエンザウイルス

が、H9N2 ウイルスの内部遺伝子を有していることから、H9N2 ウイルスは、遺伝子

再集合を通じて新規のヒト感染性ウイルスを生み出すリスクがあると考えられる。特

に、ヒト型受容体への親和性を有する H9N2 ウイルスの存在も報告されており、ヒト

における感染・伝播性獲得の可能性が懸念されている。 

 本研究では、アジア諸国の家禽から分離された H9N2 ウイルスを対象に、その遺伝

的背景と哺乳類モデルにおける性状（増殖性・病原性・伝播性）を解析し、H9N2 ウ

イルスのヒト感染リスクとパンデミックポテンシャルを包括的に評価することを目

的としている。 

 これまでに、我々は、ベトナムの市場で得られた家禽由来サンプルから分離された

129株の H9N2ウイルスを用いて遺伝子解析を行い、HA遺伝子にヒト型受容体への

親和性を高める変異（例：HA-Q226L、HA-A190V、HA-R497K）を有する株を複数同

定した。また、PB2遺伝子についても哺乳類における病原性に関与する可能性のある

変異が確認された。 

 この中から、A/chicken/Vietnam/HN-0336/2013（HN-0336 株）を代表株として選定

し、リバースジェネティクス法によりウイルスを作製した。HN-0336 株は、発育鶏卵

および哺乳類細胞（MDCK および A549）において 37℃の条件下で高い増殖能を示

し 、 特 に 哺 乳 類 細 胞 に お け る 増 殖 効 率 が 他 の H9N2 ウ イ ル ス 株

（A/duck/Miyazaki/450110/2016 株）よりも顕著に高いことが確認された。 

 さらに、PB2 遺伝子において、哺乳類適応に関与すると推測されているアミノ酸変

異 L89V および G309D の役割を検証するため、これらの変異を鳥型のアミノ酸（L89

およびG309）に戻した変異ウイルスを作製した。この変異ウイルスと野生型HN-0336

株の生物性状の比較解析を行ったところ、変異ウイルスでは哺乳類細胞における増殖

効率が著しく低下していることが明らかとなった。これらの結果から、PB2 の L89V

および G309D 変異が、H9N2 ウイルスの哺乳類への適応において重要な役割を果た

していることが示唆された。 

 

  

 


